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日野家文書は、当館が所蔵する萩藩医の文書を代表するもののひとつです。 
藩医の活動に関わる文書だけでなく、薬剤調合用の秤や幕末維新期の古写真ガラス乾版など、貴重な
モノ資料を含む点が特徴です。そのいくつかを紹介します。 
 

１．萩藩加判衆連署奉書 *日野家文書 70 

万延 2年（1861）1月 29日、宗春が日野家家督を相
続することを認めた藩の奉書です。日野家文書には、以後
宗春が、藩医としてさまざまな仕事を命じられたことを示す文
書が数多く残されています。 

２．秤 竿長さ 20.2㎝   *日野家文書 146 

日野家文書に残る薬剤調合用の秤です。宗春が用いたとさ
れています。納箱の蓋裏に「進脩薬室 日野調合所什」の
墨書があります。当館が所蔵する数少ない医学関係のモノ
資料のひとつです。 

３．健武隊士写真   *日野家文書 131 

日野家文書には、幕末維新期に撮影された古写真のガラ
ス乾版が残っています。その１枚が、健武隊士と日野宗春
を写した写真です（左奥が宗春）。宗春が東京で健武隊
病院に勤務した明治 2、3年頃撮影されたものでしょう。 
 *この写真は当館 webサイトからダウンロードできます。 

４．毛利斉広公筆西瓜図 *日野家文書 68 

この絵は、文化 14 年（1817）6 月 10 日、12 代藩主
斉広が４歳の時に描いたとされる西瓜です。当時の日野家
当主は宗春の２代前の宗宅。日野家が、藩医として藩主
一族のそば近くで仕えていたことを示す史料です。 
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「安政三年諸郡戸籍帳」（大島宰判の部分）（県庁伝来旧藩記録 250） 医師と人々⑤ 

 

 

 
萩藩領内の村や町には、「御茶屋

医（おちゃやい）」「勘場医（かんばい）」
「地下医（じげい）」と呼ばれた医師が
いました（すべての村町ではありませ
ん）。彼らは、藩の制度上、百姓とは
別の身分に位置づけられていました。
大 島宰判 の場合 、 安政 3 年
（1856）、御茶屋医・勘場医・地下
医など 23軒がありました(上写真)。 

〔御茶屋医・勘場医〕 
御茶屋医・勘場医は、宰判（さいば

ん。領内の行政区分）ごとに置かれた医
師です。勘場医より御茶屋医の方が
地位は上とされた例が多いようです。
宰判や時期により異なりますが、両方
いたところと、御茶屋医のみ、勘場医の
みのところがあり、一方、両方ともいな
い宰判もありました。人数は多くが 1～
３名ほどでした。彼らは、居村から各宰
判の御茶屋（藩の公館）や勘場

（代官や大庄屋が詰め業務を行う
役所）に通い医療行為を行いました。 
御茶屋医や勘場医は、代官や大

庄屋の指示を受けながら、宰判内で
必要とされた医療活動に従事しました。
特に、山陽道などの主要街道沿いの
宰判や、上関宰判・大島宰判といった
瀬戸内海交通の要衝地では、萩藩士
のほか、幕府役人（長崎奉行など）
や西国大名の通行時に急病人が発
生すると、御茶屋医・勘場医が対応し
ました。そのような医療行為は、「医役
御用」と表現されています。 
彼らには、郡配当米や修甫米といっ

た宰判単位で運用される公益費の中
から、藩の許可を得て、扶持米が支給
されました。息子の医学修行費用の名
目で、宰判から米銀を借用した医師も
います。 
御茶屋医や勘場医の中には、数代

百数十年にわたり同役を務めた家もあ
ります。また、地下医から勘場医へ取り
立てられる医師もいました。  

５ 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

山口宰判の御茶屋と勘場 
（行程記） 

 
 「防長風土注進案」によれば、山口
宰判には、御茶屋医２名と地下医２
名が確認できます。 
 同宰判内には、寺医を多く抱えている
真光院（興隆寺）があり、また、吉敷
毛利家でも陪臣医を数多く抱えていま
した。宰判内にはさまざまな身分の医者
が活動していたのです。 

御茶屋医・勘場医・地下医 
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〔地域が支えた地下医〕 
地下医は、村に居住し、村人の治療をはじめ、村で必要

とされる医療行為を担当した医師です。御茶屋医や勘場医
がいない宰判では、彼らが勤めるべき「医役御用」を地下医
が代行したケースもあります。 
しかし、すべての村に地下医がいたわけではありません。む

しろいない村が多数でした。 
地下医の確保は各村にとり大きな課題でした。村が家を

普請し地下医を招く場合があったほか、「弥延米（やのべま
い）」という村の公益費から、藩の許可を得て、「扶持米」
「助米」を支給する条件で、地下医に定住をお願いすること
が少なくありませんでした。複数の村で負担を分担したケース
もあります。 
しかし、薬礼も払えない村人も多く、結果、生活苦となっ

た医師が村を去ることもまれではなかったのです。地下医の
側が定住継続の条件に、「扶助米」の増額を求めた場合も
ありました。 
「医業功者」で「貞実」、「地下重宝の人柄」、そのような

医師の確保は村の切実な願いでした。ゆえに、たとえ多少の
負担が増えても、村人は地下医を地域で支えようとしました。
それでも地下医確保は難しい問題でした。 

 

 

 

 

〔「藪医者」とは〕 
「藪医者」とは、現在ではあまりよいイメージの言葉で

はありません。『日本国語大事典』（小学館）は、「藪
医者」を次のように説明しています。 
〔本来「呪術を医業とともに用いる者」の意であったとい

う。それに「藪」「野夫」などの漢字をあてて、田舎医

者の意となり、あざけっていったものか。技術のへた

な医者〕 

ところが徳山藩領では、これとは異なる意味で「藪医
者」という名称が用いられています。百姓身分のまま、
医師として活動する者を「藪医者」と表現しているので
す。彼らは、藩に届け出て「藪医者」として活動していま
す（徳山毛利家文庫「御蔵本日記」）。 
萩藩領の場合、このような呼び方をされた医師は確

認できませんが、徳山藩領でいう「薮医者」のように、地
下医身分ではないものの、百姓身分のまま医療行為を
行った者が萩藩領内にもかなりいたと推測されます。し
かしその医術レベルは、良質とは言えない場合も多かっ
たのではないでしょうか。 

 

〔幕末期の医療事情〕 
幕末期、萩藩でも医学館（好生堂）の整備が進

み、領内医師の養成、統制の拠点となっていきます。
医学館の整備を進めた藩医は、当時の領内の医療事
情について次のように述べています。 
・ちかごろの医者は売薬人と同じような態度になり、利

欲のみを目当てにし、「仁術の本意」を忘れている者

がいる。 

・村々では、よそから来た「風来の医師」や「俗医」、出

家人などが「難病請合療治」などと奇妙なことを唱え

人々をだまし、利益を貪っている場合がある。 

・医術の未熟な者が勝手に治療を行うケースや、生活

に困った浪人や遊人が姿を医者に変え、薬を売り、

人々をだますことが往々にしてある。 

･医術の未熟な者が勝手に治療をするようでは、医道

の衰退のみならず、人々の不幸となる。 

地下医の確保が難しいなか、多く村々では、かなり
怪しげな医療行為がまかり通る、そのような医療事情も
ありました。医学館の整備は、こうした状況に危機意識
をもつ藩医たちが中心となり進められていきます。 
 

【上】元文 2年（1737）1月、徳地宰判山畑村（現山口市徳地）
の庄屋が、地下医確保のため、村の弥延米から 1 人扶持（年 1
石 8斗）支給することを認めてほしいと藩に願い出た文書です。 

【下】藩の郡奉行が願い出を認めたことを示す願書の裏書です。 
  *宇多田家文書追加 2 
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（左）「御領内惣人数附」（徳山毛利家文庫「領内惣人数付」2）､（右）「徳山領内惣人数附」（同 14） 医師と人々⑥ 

 

 

 
〔江戸幕府の人口調査〕 

江戸幕府は、８代将軍徳川吉宗の
治世であった享保６年（1721）、全
国の人口調査を行います。享保 11 年
（1726）以降は６年に１度の定期的
な調査となりました。調査結果は、弘化
３年（1846）分までが今日まで残って
いるとのことです。しかし、武家や公家、
地域によっては年少者が除外されるなど、
近代的な人口統計のようにはいきませ
んでした（吉川弘文館『国史大事
典』）。今日的な感覚からすれば統計
の不備は否めませんが、当時の傾向を
把握する手段のひとつになることでしょう。 
そこで、ここでは徳山藩の事例をとり

あげ、藩内の医師を見ていくことにしまし
ょう。 
現在の山口県域にあたる周防・長門

の両国は、萩藩がとりまとめ、幕府へ報
告することになります。そのため萩藩は
徳山藩に対し、自領域分についての集
計結果を報告するよう命じます。 

これを受けて徳山藩では、寺社奉行
や町奉行などの役所に、調査年２月の
統計結果を提出させます。その報告書
は地域や職業などによって分けられます
が、今もっとも簡便に領内の状況が窺え
る記録は、「領内惣人数付」です。これ
は当館が所蔵する徳山毛利家文庫に
含まれており、７回の調査分が確認で
きます（裏面の【表】を参照）。安永
３年（1774）が最も古く、最新のもの
は天保５年（1834）です。これにより、
60 年間にわたる徳山藩領内の人口の
動向を窺い知ることができます。 

 
〔徳山藩領の医師〕 

裏面の【表】のとおり、藩領は 21 の
ブロックに分けて統計が取られています。
60 年間の推移を見ると、人口は多少
の増減を繰り返しながら約 6,000 人の
増（1.16 倍）です。一方の医師は、
2.27 倍の増となり、人口よりも高い増
加率を示しています（ちなみに、職人
は 3.24 倍でした）。医師の分布は、

６ 

 
 

【上】南前諸村並奈古大井惣人数附 
（徳山毛利家文庫「領内惣人
数付」５） 

【下】御領内諸町惣人数付（同
７） 

 
人口統計にあたって作成された記

録の一部。上は村域の、下は町域
の、総人口と職業別人口を記してい
ます。 

 

徳山藩領の医師 
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